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実施内容

１．再エネ導入地域マイクログリッドの課題の整理（P7～12）

NEDO事業にて、2022年6月～2027年3月の間にて以下の分担で検討を行う。

２．再エネ導入地域マイクログリッドの課題への対策方式の検討（P8～12）

３．再エネ導入地域マイクログリッドの課題への対策案の検証・評価（P10～12）

４．再エネ導入地域マイクログリッドに関するガイドライン・規程整備に向けた検討（P13）

全体とりまとめ：東京電力HD・PG

○地域ｸﾞﾘｯﾄﾞ事例調査・海外調査：東京電力HD・PG
○宮古島・来間島計測（系統側）：沖縄電力
○宮古島・来間島計測（需要設備側）：ネクステムズ
〇課題整理：全法人

○需要想定・設計最適化手法の検討：電力中央研究所
○回転型主電源サポートシステムの検討：電力中央研究所
○機器・システム設計・試験：東京電力HD・三菱電機

○赤城試験センター実規模配電設備での試験：
 電力中央研究所・東京電力HD・PG・三菱電機

○地域グリッド運用時のDR指令応動検証：ネクステムズ
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まとめ

今後の予定

〇これまでの検討内容の取りまとめを行う。
〇マイクログリッドの新設の際や運用において活用できるよう、規程類等を整備していく。
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本資料に記載したこれまでの主な成果

【2025年度】
来間島MGにおいて、第4回実動試験(25年1月)では、地絡過電圧検知によりMG運用を中断した。

原因分析と対策により、第5回実動試験(26年1月)では、中断することなくMGエリアに送電成功した。

【2025年度】
再エネ地域グリッドの新たな課題探索のため、2023年度から、再エネ導入が進んでいる宮古島の変

電所等10地点に計測器を設置し、電力品質(電圧・周波数・高調波)を計測。 晴天日の日中に5
次調波電圧成分が減少する傾向があることが分かった。引き続き、継続して計測データの分析を進め
ている。

【2024～2025年度】
電中研赤城にインバーター型主電源設備等を追加し、マイクログリッド独立系統を模擬した各種試

験を実施した。実施例は以下。

・地絡保護の課題確認、EVT・接地用コンデンサの対策効果確認

・ブラックスタート時の課題確認、ソフトスタートの対策効果確認

【2024～2025年度】
系統連系規程への反映のため、 JESC(日本電気技術規格委員会)事務局と調整を行っている。 




